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【目的】
島原城は、松倉守重政公により元和４年（１６１８年）から７年の歳月をかけて築かれ、２０２４年に築城
４００年を迎えることから、島原城・城下町の歴史や文化を振り返り、次世代に伝承していくための事業を
実施。
【事業構成】
○祝祭・イベント・交流事業（記念行事、イベント、交流事業の開催）
○歴史・文化事業（島原城の歴史や文化の再認識、郷土愛の向上、後世への伝承）
○島原城下まちづくり事業（城下町島原にふさわしい景観整備）
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・多くの市民や観光客が参加できるイベント等を開催し、島原城や城下町の歴史・伝統・文化を再認識する
・築城400年を契機とした現存する島原城及び周辺施設等の景観整備を促進する
　上記により新しい歴史・文化を創造し、未来へ伝承する
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根 拠 法 令 等 島原市観光振興事業補助金交付要綱

年度

事 務 事 業 評 価 票 [ 市 単 独 補 助 金 ] 5 年度令和

担当課 しまばら観光課

整理番号
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補 助 金 （ 事 業 ） 名

1,500

746

会 費 等

市 補 助 金

補助金交付内容等

〈 積 算 基 礎 等 ）

報償費　　　　120,000　旅費　　　　　500,000
消耗品費　　1,090,000　印刷製本費　2,900,000
通信運搬費　　200,000　広告料　　　　730,000
保険料　　　　110,000　手数料　　　　100,000
備品購入費　　700,000　委託料　　　3,550,000
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754

3,000

年度の当該団体等の事業費の主な内訳  (市補助金が充当されていると思われるものから順に記載)  （単位：千円）
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「全国城下町ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ島原大会」

900古写真等の募集
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事務費 650

島原城読本の発行

2,666 1,9312,286
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島原城一斉清掃 150

島原みらいキャンパス
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あり なし



◎１次評価（自己評価）

（ ）

（ ）

◎２次評価

◎３次評価

予算措置額の増減：

備
考

⇒ 70,000

備　　考

　島原城・城下町の歴史や文化の理解と伝承していく目的に加えて、交流事業の一面もあり、地域の活性化に寄与するもの
である。令和6年度に400周年を迎えるにあたり、多岐にわたって事業を実施されるが、一過性のある事業にせず成果の検
証を行い、地域経済の活性化につなげていただきたい。

判　　　定

評　価　結　果　を　踏　ま　え　た　次　年　度　予　算　へ　の　反　映　状　況　　（☑）

○視点別分析
視　  　　　　点 現　状　分　析 説　　　　　　　　　　　　明

② 市 の 関 与 の 必 要 性
島原市の所管施設である島原城の記念事業であり、公益性の高い事業であ
るため、市の関与は必要である。

① 助 成 事 業 の 効 果

③ 団 体 の 事 業 内 容 や

助成の在り方等の見直し

総 合 評 価

判
　
定

今後は、事業計画の取り組みに加え、ロゴマークやキャッチフレーズの更
なる活用を促進するとともに、インターネットをはじめとした媒体による
情報発信の強化に努め、多くの市民や各種団体の参加を目指す

　の必要性

  Ｂ　見直しのうえで実施

○総合評価と今後の方向性

備　　考

見
直
し
の

方
向
性

今後は、事業計画の取り組みに加え、ロゴマークやキャッチフレーズの更なる活用を促進するととも
に、インターネットをはじめとした媒体による情報発信の強化に努め、多くの市民や各種団体の参加
を目指す

判　　　定

　今後の課題と見直しの
　方向性（総合評価判定が
  Ｂ１～Ｂ４の場合）

課
 

題
多くの市民や関係団体を巻き込めるような機運醸成に至っていない

令和６年度は築城４００年を迎え、１０月を中心に記念行事をはじめ、江戸時代の城下町の風情を醸
し出すようなイベントや友好都市や島原城にまつわる方々を招いたシンポジウム等の規模の大きいイ
ベントを計画しているため

これまで、新型コロナウイルス感染症の影響で、計画していた事業の一部
が実施できず、しっかりとした機運醸成には至っていない。
しかし、これまでに開催された『島原みらいキャンパス』などの取り組み
は、島原城のあるまち島原市の歴史や文化を広く紹介できた事業であり、
一定の効果はあった。

千円

休止･廃止の具体的方向性

判
定
理
由

意図した効果があがっている

ある程度効果がある。

あまり効果がない

分析できない

事業効果は後年度

必要性は薄れていない

少し薄れている

薄れている

不明

該当しない

見直しの必要はない

検討の余地はある

見直しの必要あり

補助額の削減

B1 事業規模の拡大 B2 事業規模の縮小

B3 事業内容の改善 B4 その他の見直し

Ａ 継続(特段の見直しは行わない）

Ｃ 休止（隔年実施など）

Ｄ 廃止（終期の設定も含む）

補助額の増加 補助の休止若しくは廃止 現状維持


